
授業科目名 担当講師名 対象学年 
乳児保育Ⅰ 嘉原 カヲリ ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 １（30） ２年生教室 後期 不定期  不定期 

実務経験 本科目は、保育士として実務経験のある教員による講義。 

授業のキーワード 乳児、妊娠、発達段階、人間関係、家庭保育、集団保育 

到達目標及び 
事前学習 

乳児の発達段階の特徴をおさえるとともに実際の遊びを体験しながら、乳

児保育の実践的知識を求める。 

授業計画（コマ） 授  業  内  容  

１ 子育ての基本は乳児期―子どもが主体的に育つには 

２ 0～3 カ月「肌で安心・愛情を感じる」 

３ ４～６カ月「あやすおとな、聴く子ども」 

４ ７～９カ月「自分でひろげる外界」 

５ １０～１２カ月「信頼するおとなとの共同」 

６ １３～１５カ月「わたしを見ていて―アタッチメントの形成」 

７ １６～２４カ月「少しぼくにまかせて―母子分離」 

８ ２５～３６カ月「ひとりでできるよ―自律から自立へ」 

９ 流れる日課と担当制―子どもが安心して過ごせるように 

１０ 0 歳児クラス―子どもとおとなの 1 日の流れ 

１１ 1 歳児クラス―子どもとおとなの 1 日の流れ 

１２ 2 歳児クラス―子どもとおとなの 1 日の流れ 

１３ 乳児のあそびと環境づくり―子どもの発達に応じた空間・道具の整備 

１４ 乳児のあそび道具一覧 

１５ まとめ（終講試験） 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 

テキスト「はじめて学ぶ 乳児保育」 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等  

成績評価の方法 ・試験・レポート 

備考  

 


